
２０１６年度 年主題〈平和をともに〉
1･2歳児９月主題 ｢のびのびと！｣ 3･4･5歳児９月主題 「躍動」

月のねがい 月のねがい

◎保育者を通してまわりの人や友だちのために祈る経験をする ◎平和を考え、願い、共に祈り、平和に過ごす

◎空の雲や風を感じ、移りゆく季節を感じる ◎一日の生活リズムを取り戻す

◎手伝ってもらいながら、簡単な身のまわりのことをしようとする ◎夏の経験を通して、遊びが広がる

◎自分から友だちや保育者に思いを伝え、遊びにかかわろうとする ◎友だちと身体を動かす遊びを楽しむ

「きりすとこども園のお友だち、おはようございま

す！」毎朝９時２０分、、園庭にスピーカーを通して朝の

挨拶が響き、続いてお片付けと体操の音楽がこれまた

元気よく流れます。ここ種子島では当たり前の毎日の

日課。しかし、これが私にとってのまず初めのカルチャ

ーショックでした。

種子島に来る前は千葉と東京、大阪の保育園にいま

した。今思えば、どこも都会であったのだと思います。

子どもの声で苦情が来るからと窓を開けることも出来

ない園もありました。それが種子島へ来て、きりすとこ

ども園に来た途端、いきなりスピーカーです。その声は

園庭に留まらず近隣にまる聞こえ、かなり響いていま

す。

「ここれ大丈夫？」と密かに思ったものです。でも、こ

れがここの”普通”なのだと気づいたとき、なんて恵ま

れた環境なんだろうと思いました。お散歩では、近くの

浜辺へいき貝殻を拾い、草木の生い茂る公園へ行って

はまつぼっくりを拾い、夏にはお家の人達と捕まえたと

いうカブトムシを嬉しそうに持ってくる。まさしく不自然

ではなく、自然な環境。泣き声、笑い声が自由に飛び交

える環境。そこに寄り添う優しさと慈しみに溢れる先生

たち。この園が創り出している雰囲気と恵まれた環境に

感謝しています。

と同時に、カルチャーショックは他にもまだまだ続い

ている新人保育教諭です。

ひかり組担当 坂田郁子

１０月の行事予定

7 日(金) 就学時健診

8 日(土) 第 59 回大運動会

9 日(日) 市民体育祭

10 日(月) 運動会予備日

11 日(火) 振替休日(１号)

19 日(水) 秋の遠足

25 日(火) おにぎりパーティー

９月の行事予定

1 日(木) 二学期始園日(1 号午前保育)

10 日(木) 誕生会(8･9 月生まれ)

17 日(土) おすもう大会・弁当の日

30 日(金) 運動会予行・弁当の日

利用料見直しのお知らせ
現在の利用料額は，H26.1~12 期の所得

額によって算定されております。H27.1~12
期の市民税額における階層の変動に伴い，
市による利用料の見直しが行われます。
９月分より保育料が変更になる世帯もあ
ります。該当される方には，変更通知書
を配布致しますのでご確認下さい。

なお，利用料についての質問等は市福
祉事務所・子育て支援係へお願いします。

今月の聖句 「互いに愛し合いましょう」 ヨハネ第一の手紙４章７節
この手紙をしたためたヨハネはイエス・キリストの１２人の弟子のひとりで、漁師を生業としていま
しが、キリストに臣従し、弟子の一人となりました。若い時は、血気盛んで、気性の荒い人でし
た。晩年、彼は地中海のパトモス島で過ごしますが、この時は別名「愛の使徒」と呼ばれるほど
に温厚柔和な人柄に変えられました。今月は、彼が教える人生で最も大事な「愛」について
考えましょう。
「愛」はよい言葉ですが、その内容にまではなかなか到達できないことばです。一般には男女

の愛・博愛などに理解されがちですが、実際はもっと深く広いものです。概略説明しますと、①
agape アガペー愛② Phireo フィレオー愛③ Struge ストルゲー愛④ Eros エロス愛の四つに分
けられます。アガペー愛は神が人間を愛される愛で、親が子を慈しむ愛に最も近い愛です。フィ
レオー愛は友情愛、ストルゲー愛は愛国心。そしてエロス愛が男女が求め合う愛となります。
最終的に到達すべき愛はアガペー愛です。神は人間一人ひとりをこよなくいつくしみ、かけがえ
のない個人として守り育んで下さいます。神が人間に実践して欲しいと思っておられることは、次
のパウロという使徒のことばに要約されます。以下、引用します。「全財産を人のために使い尽く
そうとも、愛がなければ何の益もない。愛は忍耐強い。愛は情け深い。妬まない。愛は自慢せ
ず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。不義を喜ば
ず、真理を喜ぶ。すべてを忍び、信じ、望み、すべてを耐える。」第１コリント13:3～7。
今、私たちができることから実践しましょう。 前理事長 池田公榮
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子 ど も と の よ い 関 係 を 作 る た め に
コミュニケーションのポイント －「新しい時代に対応した子育て支援」津村薫著より－

①子どもたちが｢自信｣を身につけることが出来るように意 ⑤子どもの気持ちを受け止め言葉にしましょう。
識する。 「くやしかったね」「悲しかったね」「イヤな気持ちだっ

②子どもたちとのスキンシップを大切にする。 たね」「ビックリしちゃったよね」などと言葉にして、
③肯定的な言葉がけをする。 子どもの気持ちを受け止めましょう。
④よく話を聴いてあげる。 ⑥失敗を活かすことを手助けしてあげましょう。
（例えば・・・・） 子どもは大人の言うことを聞かずに失敗した時、「それ

子どもの気持ちをよく聴くことは大切ですが、大人にゆ みたことか」という叱られ方をされがちです。でも、人
とりがないと、聴いているようで聴いていない、そんな が生きていくことは小さな失敗を繰り返すことです。大
コミュニケーションをとってしまうことがあります。 人は子どもが失敗を上手に活かして、そこから立ち直る
「どうしてお友だちをたたいたの？」 ことを手助けしてあげたいものです。
「だって、○○ちゃんが先にたたいたもん」 「○○君、こうしたらうまくいかなかったね。今度はど
「たたかれても、お友だちをたたいたらだめでしょ!」 うしたらいいと思う？」と子どもがあれこれ考えられる
・・・こんなやりとりになっていませんか。 チャンスをあげ、一生懸命アイディアを出せたら、それ
まずは、「○○ちゃんにたたかれて、悔しかったのね。」 がどんなに未熟なものでも「頑張って考えて偉いね!」
と共感を寄せましょう。 とほめながら、作戦会議を立ててあげましょう。
「でも、悔しくてもお友だちをたたいたらダメだよね。 転ばぬ先の杖を準備するのではなく、子ども自身の小さな
どうすればよかったかな？」と作戦会議を立てるように つまずきを保障し、これから学んで次に生かせるように応援

・「やめてとお口で言う」 してあげましょう。
・「先生に言う」
・「逃げる」 ※少しの意識で、作戦会議を立てるように、子育てにも余裕

などの選択肢を思いつけるように手助けしてみましょう。 が生まれてくるのではないでしょうか。 園長


